
 

 
 

 
 

先月号でピーター・ドラッカーの「マネジメント」をご紹介したところ、多く

のみなさんから、「私も買ったよ」、「読んだよ」とのお話を聞きました。 

私も再度読み返しましたが、「公的機関成功の条件」という項目が

あることに気がつきました。8 年前に読んだときには立場が違ったこともあ

り、この項目には、ラクガキ（チェック）がありませんでしたが、今読み返す

と新鮮です。 

 

ドラッカーは「公的機関成功の条件」として、「6 つの規律」を挙げてい

ます。 

①「事業は何か、何であるべきか」を定義する 

②その目的である定義に従い「明確な目標」を導き出す 

③活動の「優先順位」を決める 

④「成果の尺度」を定める 

⑤自らの成果についてフィードバックを行う（自己管理） 

⑥目的に合致しなくなった目標や、実現不可能になった目標を明らかにする 

  
さらに言います。 

「活動、機関、計画は、期間を限り、その間の成果によって、目的と手段の健全さが証明された場

合にのみ、延長を認めるようにしなければならない」。まさに行革審などで最近指摘されているとおりで

す。経営の本質は、やはり変わらないんですね。 

  
「6 つの規律」は、今、民間企業なら当たり前にやっている「目標管理」です。ここは原点に返って、こ

うしたしくみを再構築する必要がありそうです。 

 

行政にはさまざまなマネジメント手法（ツール）が導入されています。「総合計画」や「行政経営計

画」、「行政評価」や「事業仕分け」、さらには「新公会計」などなど・・・。 

浜松市においても、幾多の手法を導入していますが、残念ながら、成果がなかなか実感できません。

一方、実践している職員にしても、次々導入されるツールに振り回されており、かえって事務事業の効

率化から逆行しているような気がします。 

「これでも、以前に比べればよくなりました」という話も聞くのですが、市民にとっても、職員にとっても、

よりよいマネジメントシステムにしていくために、抜本的、総合的な見直し（改善）が必要です。 

そこで、今年度の「政務調査研究」として、このテーマに取り組もうと考えています。少し時間をかけて

分析、検討して、改善につなげたいと思います。 
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４月の活動報告
01(木) 青少年の家落成式 

     入野地区自治連会議 

03(土) 入野保育園入園式 

05(月) 会派総会 

06(火) 交通安全運動街頭指導 

07(水) 入野小学校入学式 

     入野中学校入学式 

     放課後児童会入会式 

14(水) 都心再生講演会 

16(金)～17(土) 

     新公会計セミナー（大阪） 

     自転車博物館（堺市） 

17(土) 33 分団辞令交付式 

19(月) 藤本ゆうじ西部地域の集い 

23(金) 作業所連合会わ西部地区総会 

25(日) 浜松地区メーデー 

26(月) 会派総会 

28(水) 政務調査研究会 

30(金) 入野地区社協総会 

  

５月の活動予定
02(日) 入野地区組団結式 

03(月)～05(水) 浜松まつり 

07(金) 青少年健全育成会常任委員会 

08(土) 入野地区自治連総会 

10(月) 大都市制度調査特別委員会 

12(水) 厚生保健委員会 

13(木)～14(金) 自治体経営学会 

15(土) 青少年健全育成会総会 

     地域団体連絡会 

16(日) 行革審傍聴 

17(月) 全員協議会・会派総会 

24(月) 全員協議会・本会議 

     連合浜松意見交換会 

26(水) 教組地域ネットワーク会議 

 

最近のブログから 

 ○「てんはまエコミュージアム」（4/29） 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゴールデンウイークに突入ですね。明日はお仕事という人もいらっしゃる

かもしれませんが、ON とＯＦＦの切り替えは大切です。お休みを有効に

使って、しっかりリフレッシュしましょう。 

 私は、GW 後半は「浜松まつり」ですが、前半は「浜松の魅力発見」に

行こうかなと思っています。 

  
 そういうみなさんにオススメのサイトがこちら。 

 ★てんはまエコミュージアム   http://www.tenhama-eco.jp/ 

  
 ウォーキングやサイクリングコースなど、いくつかのモデルコースもあります。 

さまざまな地域資源が紹介されていますので、要チェックですよ。 

  
 ちなみに「エコミュージアム」は、「エコロジー（生態学）」と「ミュージアム

（博物館）」をつなげた造語で、地域資源を活かして地域全体を屋根の

ない博物館に見立てた考え方で、フランスで提唱されたものです。 

 日本各地で取り組まれていますが、浜松は「まち」と「自然」、両方の

資源に恵まれており、浜松ならではの大きな魅力のひとつです。 

  
 私のオススメは何と言っても「春埜杉」（写真）。浜松市街から約 2 時

間。悠久の時間との対話を楽しんではいかがでしょうか。 

  
◆日ごろの活動はブログをご覧くださいね◆ 

 

創ろう！元気な浜松【浜松市議会議員 田口 章】 
http://taguchi-hamamatsu.cocolog-nifty.com/blog/ 

  
 

【あとがき】 

「田口さん、顔がコゲちゃったね」。･･･と

言われるくらい真っ黒に日焼けしてしまい

ました。 

今年の「浜松まつり」は風に泣かされた

日もありましたが、好天に恵まれた 3 日間

でした。 

浜松経済も、天高く舞う凧のように、み

んなで力を合わせて上昇させたいもので

すね。（章） 

 


